
東山聖苑改修工事（建築）　設計図



図面NO 図面名称

01 特記仕様書1

02 特記仕様書2

03 特記仕様書3

04 配置図

05 仕上表、外部建具リスト

06 平面図

07 立面図

08 断面展開図

09 矩計図

10 構造詳細図

11 天井伏図

12 屋根伏図

13 部分詳細図

14 外部受付棟立面図

図面リスト



１
一
般
共
通
事
項

工事概要

建築工事仕様

（１）項目は、番号に○ 印の付いたものを適用する。
（２）特記事項は、○ 印の付いたものを適用する。

（３）特記事項に記載の（　）内表示番号は、共仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

　　　○ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。
　　　○ 印と※印の付いた場合は、共に適用する。

・
・
・

２　特記仕様

１　共通仕様

「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）最新版による。

・引渡しを要するもの

(1.1.4)

(1.1.13)

項目・・・ 特記事項・・・・・・・・・・・・

※適用する　　　　・適用しない

・建築工事標準詳細図

・特別管理産業廃棄物
　　処理方法
・現場において再利用を図るもの
・再生資源化を図るもの

　　受入場所
　　仮置場所

・その他再生資源化を図るもの
　　受入施設名
　　受入場所
　　仮置場所

　・コンクリート塊　　・アスファルトコンクリ—ﾄ塊　　・建設発生木材
　　受入施設名

※適用する

・共仕による他土曜日にも工事を施工しない。

　本工事に使用する材料等のうち、特定のものが特記された場合は、設計図書に規定
するもの又はこれらと同等のものとする。ただし、同等のものとする場合は、監督職

　なお、「評価名簿による」と特記されたものについては、建設大臣官房官庁営繕部

(1.3.3)

(1.3.5)

による。但し、同等のものとする場合は、監督員の承諾を受ける。

　建築工事共通仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所
の指定する工法とする。

コンクリート工事（・左官・型枠施工）

防水工事（・防水施工）
石工事（・石材施工）
タイル工事（・タイル張り）
木工事（・建築大工）

左官工事（・左　官）

塗装工事（・塗　装）

植栽工事（・造　園）

(1.5.2)

内装工事

金属工事（・内装仕上げ施工（鋼製下地））

鉄骨工事（・とび）

鉄筋工事（・鉄筋施工）
技能検定の職種・・・・・・

（ ・ 内装仕上げ施工（床､天井仕上げ等） ・ 表装）

（・ブロック建築 ・ALCパネル工事 ・PCカーテンウォール工事）
ブロック・ＡＬＣパネル工事・ＰＣカーテンウォール工事

屋根・とい工事（・建築板金 ・スレート施工）

建具工事（・サッシ施工 ・ガラス施工）

・施工図及び施工計画書

(1.7.1)(1.7.3)・完成図（施工図、施工計画書を除く）

・保全に関する資料（提出部数  ・１部  ・　２部）

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（最新版）

作業の種別・・・・

※全て　　　・　　
※全て　　　・　　
※全て　　　・　　

※全て　　　・　　

※全て　　　・　　
※全て　　　・　　
※全て　　　・　　
※全て　　　・　　
※全て　　　・　　
※全て　　　・　　
※全て　　　・　　
※全て　　　・　　
※全て　　　・　　
※全て　　　・　　
※全て　　　・　　

３ 発生材の処理等

２ 工事実績情報の登録

４ 電気保安技術者

５ 施工条件

６ 建築材料等

７ 特別な材料の工法

８ 技能士

９ 完成時の提出図書

１ 適用基準等

(1.7.2)(表1.7.1)
　※共仕表1.7.1による

10 完成図（施工図及び
 　施工計画書を除く）

種類、記入内容

完成図の作成方法、原図のサイズ

11 施工図及び施工
 　計画書

　※原図は縁付トレーシングペーパーに鉛筆書き、寸法、縮尺等は設計図書に準ずる。
　・ＣＡＤにより作図したものは、データも併せて提出する。
　　（ＣＡＤデータ貸与　　※有） 

(1.7.2)

(1.2.3)
　※監督職員の指示する工事種目について作成提出し、承諾を受ける。

に限り、発注者に委譲するものとする。
本工事に係る施工図及び施工計画書の著作者の権利は、当該建物における使用
図等で原図として提出が出来ないものは、原図に代わるものとしてよい。
提出部数は、施工図の原図及びその陽画複写図（１部）とする。ただし、製作

施工計画書について
　※共仕のほか、監督職員の指示する工事種目について作成提出し、承諾を受ける。

(1.2.2)

共仕に定めるものの他、以下の項目について施工計画書に記入する。
・環境対策
・再生資源の利用の促進と建設副産物の適正処理方法

　設備機器の位置、取り合い等が検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける
施工図

　※貫通孔、開口部の型枠及びそれらの補強
　※天井の下地材の切込み及び下地材の補強

13 設備工事との取り

　　２部
    ２部

        　箇所
        　箇所

　　　　　箇所
　　　　　箇所
        　箇所

・カ　ラ　ー

・モノクローム
原板の大きさ（mm）・部数・・撮影箇所数・規格・・分類・・

・ｶﾗｰｽﾗｲﾄﾞ

 　合い

12 完成写真

・キャビネ版

・

・

・24×36以上

・100×125以上

・100×125以上  　　部

施工範囲

　　　部
　　　部

・全紙パネル
・キャビネ版

　　　部
　　　部・全紙パネル

次のものを監督職員に提出する

 14　総合図

 15　別途発注工事との
　　 取合い

　　 社会性等実施状況
 16　高度技術・創意工夫

 17　グリーン購入法

　　また、工事完了後、その実績を文書にて報告すること。

　　　１）出来る限り判断基準を満たす物品を調達するよう配慮する品目
　　　　　建材）　

 19　その他 　　　鉛含有塗料除去
　　既存外部鉄骨下塗り錆止め塗料に鉛の含有が確認された。よって、本工事は労働安全
　　衛生法、大気汚染防止法等に従い、適切に対象部分被膜の除去及びその処分を行う。
　　また同様に作業員の保護対策を講じる。
　　鉛含有塗膜除去作業においては、塗膜粉じんの飛散防止措置を講じること。養生方法、
　　作業方法等は施工計画書により監督員の承認を受けること。

　　アスベスト含有部分
　　炉棟屋上立ち上がり壁面下地補修部分よりアスベストの含有が確認された。クラック
　　補修は下地に影響しない工法を採用する。

　　改修工事条件　　　　　　　　　　　　　　 
　　01．休業日のないインフラ施設のため、通常の火葬及び式場業務を運営しながらの
　　　改修工事とする。
　　02．工事の作業時間は、本施設の営業時間内（8時30分から17時まで）を原則とする。
　　　ただし、工事区分を行い、業務に影響がない場合は、協議により営業時間外も可能。
　　03．工事期間中において、本施設の利用者に対する安全対策を図り、利用者が各施設を
　　　利用できる状態を維持する。
　　04．塗装の剥離及びケレン等で飛散した錆や塗膜の粉塵により、利用者に迷惑がかかる
　　　ことの無いよう配慮する。
　　05．工事に伴い一時的に通路を制限する場合、車椅子利用者が通行しやすい幅を確保
　　　する。また、高齢者や障がい者が安全に通行できるように配慮する。
　　06．仮設の現場事務所、休憩所、トイレ等は、工事施工者エリア内（04図参照）に設置
　　　する。作業員の駐車スペースも同エリア内とする。
　　07．施設管理者、監督員、監理者等との定例打合せは、本施設内の会議室を利用可能と
　　　する。
　　08．工事に伴い発生する騒音・振動や工事車両の通行などで、近隣住民への説明が必要
　　　な場合には積極的に対応する。
　　09．式場棟の工事は繁忙期を避ける必要がある為、必要に応じて部分的な検査となる
　　　場合がある。
　　10．火葬棟から式場棟までの正面軒下は音が響くため、工事の際に大きな音が出ない
　　　ようにする。「棺の受け入れ～火葬棟へ入るまで」の間は特に注意する。
　　11．契約工期は令和8年6月から令和8年11月までの6箇月（予定）とする。工期内に全て
　　　の完了検査を受け、引き渡しを行う。　

　　　　　建設機械）　排出ガス対策型建設機械

 18　工事進捗報告
　　インターネットメールでの提出も可とする。
　　書式は、監督職員の指示による。

　　工事進捗状況報告書を提出すること。（建築工事は、毎月２回とする）

 20　設計ＧＬ

　　次の内容を記載した総合図を設備施工業者と作成し、施主側の確認を行う。

施工図について

　　・原板のコピーを提出する
　　・原板を提出する
　・提出する
原板の提出

※デジタルカメラとする場合は、有効画素数８０万以上、プリンターは３００ｄｐｉ

　　施工計画書の作成を行い、施工についても協議しながら進めること。

　　請負者は、工事施工において、自ら立案実施した創意工夫や技術力に関する項目、
　　又は地域社会への貢献として評価できる項目に関する事項について、工事完了時までに

所定の様式により提出することが出来る。

　　「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」に基づき、本工事に関して次の
　　資材の採用及び建設資材の使用に努めること。

（１）仮設工事
（２）土工事
（３）地業工事
（４）鉄筋工事
（５）コンクリート工事
（６）鉄骨工事

（７）ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ・押出ｾﾒﾝﾄ板工事
（８）防水工事
（９）石工事
（10）タイル工事
（11）木工事
（12）屋根及び樋工事

（13）金属工事
（14）左官工事
（15）建具工事
（16）塗装工事
（17）内装工事
（18）ユニット及びその他工事

３　工事種目

４　建物概要

　図面及び特記仕様に記載されていない事項は、全て国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

監修「建築材料・設備機材等品質性能評価事業建築材料等評価名簿（最新版）」

・完成図ＣＡＤデータ（ＣＤ）

　　工事施工図の描き方（最新版）」に準ずるものとする。
施工図の記載内容及び記載水準は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築・設備

　　家具レイアウト、コンセント等の弱電レイアウト、給排水等の機械設備

    別途発注の「備品工事等」と詳細な部分の取り合いを調整して、

　　※設計GL＝現況GL

東山聖苑改修工事（建築）仕様書

１　工事場所　　　山梨市小原西562　 東山聖苑

（１）用途　：　葬祭場、火葬場

（３）規模　：　2階建て、延べ床面積2062.03㎡
（２）構造　：　鉄筋鉄鋼コンクリート造、鉄骨造

外部　　４箇所
内部各室１箇所

以上とする。

レイアウトなど

員の承諾を受ける。

２　敷地面積　　　17067.10㎡

３
土
工
事

４
地
業
工
事

※構外搬出適切処理
・構内指定場所に敷き均し
・構内指定場所にたい積
・構外指定場所に処分（搬出調書等を提出する）

寸法及び継手
　杭長（ｍ）及び種類 杭径（mm）   セット数    備　考

杭頭の切断方法 ※ダイヤモンドカッター

鉄筋の種類の記号　５章鉄筋工事の鉄筋の種類による

試験杭

※かぶり厚さは目地底から算定する

柱、梁、壁及び庇などの外気に接する打ち放し面 　※10

４ 砂利地業

(3.2.3)(表3.2.1)

(3.2.5)

掘削工法

　　受入施設名
　　受入場所
　　仮置場所

　※建築基準法第38条の規定に基づく、建設大臣の認定を受けた工法
　　・プレボーリング根固め工法
　　・中堀り拡大根固め工法

　・アースドリル工法　　（安定液　　　※使用する　・使用しない）
　・リバース工法

　・（財）日本建築センターにより評価された工法
　  （                                            ）

　杭の本数　※最初の一本
　抗の種類　※本杭と同じ

　　　　Ｄ16以下

(5.2.1)(表5.2.1)

(5.2.2)

　※高強度プレストレスコンクリート杭（※評価品　・ＪＩＳ規格品）

※ＳＤ３４５

・耐久性上不利な箇所の鉄筋のかぶり厚さは下表による。

・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

継手数

※重ね継手　・　
※重ね継手　・　

種類

Ｃ種の場合（建設発生土受入量（　　　）ｍ^u3　　発生場所　　　                   ）

・Ｈ形

・Ｈ形　　・ＭＨ形　　・Ｍ形

※行う　　・行わない

・Ａ形　　・Ｂ形

※超音波探傷試験　　・引張試験

※ＳＤ２９５Ａ

２ 建設発生土の処理

　・　

１ 既成コンクリート杭
 　地業

２ 場所打ち
　 コンクリート杭地業

３ 平板載荷試験

５ 床下防湿層

４ 鉄筋かぶり厚さ

５ 既製コンクリート杭
　 の杭頭補強

７ 最上階柱頭補強

８ 梁貫通孔の補強

10 圧接完了後の試験

９ 機械吊上げ用フック

試験杭・

本杭・・

抗打機の種類　　　※３点支持式クローラークレーン
　・打込み工法

　杭の寸法  長さ（ｍ）

１ 鉄筋の種類

２ 溶接金網

３ 鉄筋継手

　　　　Ｄ19以上

種類の記号・・ 径（mm）・

網目の形状、寸法・ 鉄線の径・・・

部位・・ 接合方法・・ 径（mm）・
柱・梁の主筋・
その他・・・・

施工箇所等・・・・・

種別　　・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種

先端部形状　　　　※開放形　　・閉そく平たん形

コンクリートの種類　　・Ａ種　　・Ｂ種

    　　　　断面寸法　　※本抗と同じ

※再生クラッシャラン　　・切込み砂利及び切込み砕石

６ 帯　筋

・建設技術評価制度「鉄筋コンクリート造の梁貫通補強材の開発」において評価を取得
　したもの、又は、（財）日本建築センターの評価を受けたもの

１ 埋戻し及び盛土

支持地盤　　・N=50の玄武岩質溶岩　

施工箇所　　※建物内土間床版及び土間コンクリ−ト下
（地下ピット、ＥＶピット、ピロティ部を除く）

・

１５０ × １５０ ５．０ φ　／　６．０φ

設計基準強度　　（210） kg/cm^u2｛N/mm^u2｝

　・オールケーシング工法（孔内の水張　※行う　　　・行わない）　　※全周回転式

（監督職員と協議の上、決定する）試験深さ（ｍ）　　　　　・各掘削底面 
試験対象土質　　　　　　・火山砂

(4.3.1)(表4.3.2)

(4.3.1)(表4.3.2)

(4.3.7)
(4.3.2)

(4.5.3)
(4.5.3)(表4.5.1)

(4.5.4)(4.5.5)

(4.5.4)

(4.2.4)

(4.6.3)

(4.6.6)

(5.3.4)

(5.3.5)
表5.3.5の値に加える数字（mm）

(別2.2)

(別2.1)

(別7.1)

(別7.3)

(5.4.9)

最大荷重　　　　　　　　・２２ＫＮ以上　　　・６ＫＮ以上

試験位置（　１　ケ所）  ・渡り廊下棟

Ｄ１０～Ｄ１６

施工法 (4.3.3)(4.3.4)(4.3.5)

　・Ａ種

　・許容差　　適用箇所

　※180　 {18}

普通コンクリートの設計基準強度

軽量コンクリートの設計基準強度
設計基準強度Fe

普通コンクリート
軽量コンクリート

・部材の位置及び断面寸法の許容差

・仕上がりの平たんさ

設計基準強度Fe

適用箇所

(6.1.4)

(6.1.4)

(6.1.5)(表6.1.1)

(6.3.3)

(6.11.1)(表6.11.1)

(6.14.1)

(6.2.5)(表6.2.2)

(6.2.5)(表6.2.4)

(6.2.5)(6.6.7)(6.9.3)(表6.2.3)

(6.14.2)(6.14.3)

・高炉セメントのＢ種

　・6.2.5(b)による
　・平たんさ　適用箇所

　厚さ（mm）

※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種

砂利及び砂のアルカリシリカ反応性による区分（JIS A5308）

(6.3.5)(6.4.8)

　・表6.2.2による

（kg/cm^u2）｛N/mm^u2｝

（kg/cm^u2）｛N/mm^u2｝

・建設技術評価「鉄筋コンクリート建築物等における床型枠用鋼製デッキプレートの

※Ｉ類　　・㈼類

砕石（JIS A5004）及び砕砂（JIS A5005）のアルカリシリカ反応性による区分

１ コンクリートの強度

２ レディーミクスト
　 コンクリートの種別

３ セメントの種類

４ 骨　材

５ 混和材料

６ 軽量コンクリート

７ 無筋コンクリート

８ コンクリートの
 　仕上がり

９ 打放し仕上げの種別

10 床型枠用鋼製デッキ
 　プレート

適用範囲・・・・・

適用範囲・・・・・

　規定の他、次の規定に適合するものとする。

・　

    水和熱は７日目で84cal/g以下、28日目で96cal/g以下とする｡

　※Ａ　・Ｂ

　※Ａ　・Ｂ

　※ＡＥ剤又はＡＥ減水剤標準形、高性能ＡＥ減水剤標準形（JIS A6204）
※混和剤

種別・ 適用箇所・・・・

　※6.14.1による
スランプ（cm）種類・・ 施工箇所・・・・・

種類・・ 施工箇所・・・・・

　・Ｃ種

使用箇所・・・・・ 備考・・・・

　・

　　上記普通ポルトランドセメントは、JIS R5210（ポルトランドセメント）に示された

　（均しコンクリート及び防水押えコンクリートの場合）

　開発」において評価を取得したもの

所要気乾単位容積質量（ｔ/m^u3）

※粗骨材の最大寸法　25（mm）

細骨材の塩分含有量（％）　　※0.04以下　　・ 

　・Ｂ種

１５ 　　均しコンクリート

　土間

　　モルタル塗面全般
　　吹付面全般、機械室内壁など打放し仕上面

・混和材
　※フライアッシュ（JIS A6201）

(6.3.2)(6.13.2)(6.16.2)(表6.3.1)

(6.3.3)

　・躯体防水剤

化粧壁面

・捨てコンクリート
　　160　 {16}

５
鉄
筋
工
事

６
コ
ン
ク
リ
 
ト
工
事

　　・HYPER-MEGA工法(構造図による)

Ｄ１９～Ｄ２５

　　330　 {33}
　　210　｛21｝※ 　基礎・基礎梁

　　210　｛21｝

　

１種 １．７ 冷蔵庫床部分

２
仮
設
工
事

・設けない

構内既存の施設

備品の種類
　　　　台 　　　　台

備品の種類

備品の種類

備品の種類

冷暖房機器
　　　　個　　　　足 　　　　着 　　　　個

　　　　台 　　　　台 　　　　個　　　人用 　　　　台

　・利用できる（※有償　・無償）　※利用できない

　・利用できる（※有償　・無償）　※利用できない

　　規模　・１号　・２号　・３号 ・４号　・５号　・　

衣類ロッカー

　　　個 　　　個

構内既存の施設

１ 監督職員事務所

２ 監督職員事務所の
 　備品

３ 工事用水

４ 工事用電力

※設ける

数量・・・

数量・・・

数量・・・

数量・・・

書棚・・・

ゴム長靴・

机、椅子・

温度計・・

掃除具・・

黒板・・・

雨がっぱ・

製図板・・

保護帽・・

消火器・・

掛時計・・

懐中電灯・

給湯器・・

(2.3.1)(表2.3.1)

(2.3.1)

1

1 0 0

　　0 　個

付属電話機

  　1 　組

  　0   個 0 0 0 0

0 00

0

0

請負者事務所の一部に設置

施設利用者の安全と施設運営への影響を十分考慮し、安全通路を含んだ仮設計画を立て、
事前に監督員の承認を受ける。

５ 仮設計画

番号

作成日作図担当者

工事名称

縮尺

図面名称 特記仕様書1 01
東山聖苑改修工事（建築）

2026/03/10
修正日 

番号

作成日作図担当者

工事名称

縮尺

図面名称 特記仕様書1 01
東山聖苑改修工事（建築）

2026/03/10
修正日 



番号

作成日作図担当者

工事名称

縮尺

図面名称 特記仕様書2 02
東山聖苑改修工事（建築）

2026/03/10
修正日 

・

※行う（適用範囲 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      ）

・目荒らし工法（高圧水洗）

石
工
事

11
タ
イ
ル
工
事

12
木
工
事

13
屋
根
及
び
と
い
工
事

14
金
属
工
事

７
鉄
骨
工
事

８
コ
ン
ク
リ
 
ト
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル
・
押
出
セ
メ
ン
ト
板
工
事

９
防
水
工
事

10

(9.4.2)～(9.4.4)(表9.4.1)

※適用する 　・適用しない

SS400 ※JIS規格品

※トルシア形高カボルト

節

種別

所要性能

・監督職員の承諾する工場

ブロックの種類 化粧有りのブロックの適用筒所
・空洞ブロック−16
・型枠用ブロック−20

パネルの種類

・外壁パネル
・間仕切壁パネル
・屋根パネル
・床パネル

・ 981

・外壁パネル ・フラットパネル
・Ｂ種

・間仕切壁パネル

・タイルベースパネル　

(7.1.4)

(7.2.1)(表7.2.1)

(7.2.2)

(7.2.6)

(7.6.11)

(7.8.2)(7.8.3)

(7.9.2)
(7.9.4)
(7.9.5)
(7.9.6)

(7.10.3)(表7.10.1)

(7.2.9)(7.10.3)(表7.10.2)

(7.1.3)

(8.2.2)

(8.2.4)

(8.2.5)
(8.2.5)

(8.3.2)
(8.3.2)

(8.4.2～8.4.5)(表8.4.2､表8.4.3)

まぐさの配筋

・60

・60

・50　・60

・50　・60　
・50　・60　

・Ａ種

・Ｂ種
・Ｃ種

・フラットパネル
・タイルベースパネル　

ブロックの厚さ

・溶融亜鉛めっき高カボルト

・デザインパネル（図示）

・デザインパネル（図示）

(8.5.2～8.5.5)(表8.5.1､表8.5.2)

１ 施工管理技術者

２ 鋼　材

３ 高力ボルト

４ ターンバックル

５ 溶接部の試験

６ 錆止め塗料の種別

７ 耐火被覆

８ アンカーボルトの
 　保持及び埋込み工法

９ 柱底モルタルの工法

11 溶融亜鉛めっき

10 鉄骨製作工場

・ＪＩＳ形高カボルト

胴の種類　　　　　　※割枠式　　　　　　・　
ボルトの種類　　　　※羽子板ボルト　　　・　

種類の記号・ 規格・・ 使用箇所・・・・・

検査水準・

　・ラス張りモルタル塗り

　・耐火板張り工法
　・耐火材吹付け（・乾式工法　・半乾式工法　・半湿式工法　・湿式工法）

所要性能・ 構造区分・ 適用箇所・・・・・・・・

種別　　※Ａ種　　・Ｂ種

※「鉄骨作業判定基準」に適合する製作を行う製作工場又は建設省告示第1103号に

１ 補強コンクリート
 　ブロック造

３ ＡＬＣパネル

４ 押出成形セメント板

２ コンクリート
 　ブロック帳壁及び塀

　※210｛21｝以上

塀の高さ（ｍ） 化粧有りのブロックの適用箇所・・厚さ（mm）・

２を超える
２以下

種類・・ 厚さ（mm）・ 取付け工法種別・・
※Ｂ種
・Ｂ種・Ｃ種・Ｄ種・Ｅ種

・共仕8.4.5による

・1177　・1961
・ 637

・2354　・3530

・100　

・100　・150

施工箇所・・ 表面形状・・・

厚さ（mm）

厚 さ（mm） 取付け工法種別・

超音波探傷試験　　　　※行う　　　・行わない
　工場溶接の場合　　　ＡＯＱＬ　　※4.0％　　・2.5％

　工事現場溶接の場合　ＡＯＱＬ　　※4.0％　　・2.5％
放射線試験　　　　　　　　　　　　・行う　　 ※行わない
マクロ試験（エンドタブ使用）　　　・行う　　 ※行わない

　基づき建設大臣が認定した製作工場のうち、次の条件を満足するもの
　(１)契約電力　　　　　（    ）kw以上（デマンド契約した場合はこの70％で可）
　(２)超音波探傷試験　　（　　）台以上又は放射線通過試験装置（　　）台以上
　(３)建築士　　　　　　１級（　　）名以上（・かつ ・又は）２級（　　）名以上
　(４)WES8103　　　　　 １級（　　）名以上（・かつ ・又は）２級（　　）名以上
　(５)ＮＤＩ　ＵＴ　　　３種（　　）名以上（・かつ ・又は）２種（　　）名以上

共仕表8.2.2以外のコンクリートの設計基準強度　kg/cm^u2｛N/mm^u2｝

壁の配筋　　・図示

ブロックの種類　　※共仕表8.3.1による

出隅入隅部の目地幅（mm）　　※20　　・　

　※共仕図8.2.2、図8.2.3による　　・　

１時間耐火 通則指定

種別　　・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

　無収縮モルタルの製造所　：監督職員の承諾する製造所

種別　　※Ａ種　適用箇所　：

※表18.3.1による

(7.12.3)

(8.4.4)

・15　・60　

製造所　：監督職員の承諾する製造所 (8.5.4)

※120    ・ 150

※JIS規格品
※JIS規格品
※JIS規格品

SSC400
BCR295
SN400B

※JIS規格品

※120    ・ 100

STKR400

・Ａ１一１
・Ａ１—２

押さえ金物の材質、形状寸法

断熱材

絶縁用シートに使用する材料

屋根露出防水絶縁工法の脱気装置

屋内防水密着工法の保護層

立上がり部のコンクリート打放し仕上げの種類

屋根保護防水工法の防水層立上がり部の端部の処理方法

立上がり部の保護の方法

ウレタン系塗膜防水の種類

ウレタン系塗膜防水（Ｘ−１）の脱気装置

・ポリエチレン樹脂

・鋳鉄

・合成ゴム
・塩化ビニル樹脂
・ステンレス

・

・

接着性試験

(9.2.2)
(9.2.2)

(9.2.2)

(9.2.2)

(9.2.3)

(9.2.3)(表9.2.10)

(9.2.4)

(9.2.4)

(9.2.2)(9.2.5)(表9.2.5～表9.2.8)

(10.2.1)(表10.2.1､表10.2.2)

・ポリエチレン樹脂　

・鋳鉄

・合成ゴム　
・塩化ビニル樹脂

・銅

・ＡＢＳ樹脂
・ステンレス

・　

・ステンレス

・　

・銅

シーリング材の目地寸法

※地下外壁防水　　・　
※屋内防水　　　　・　

※20以上　　・　
※10以上　　・　 ※７以上　・　

ｺﾝｸﾘｰﾄ打継ぎ目地、ひび割れ誘発目地

１ 改質アスファルト
　　シート防水

３ 塗膜防水

４ シーリング

１ 天然石

・ Ｅ −２

種別・・ 施工箇所・・・・ 施工箇所・・・・種別・・

　※アルミニウム製、Ｌ−65×45×2.0程度
　・

　・ポリエチレンフィルム厚さ0.15mm以上（屋根保護防水工法の場合）
　・フラットヤーンクロス（70g/m^u2程度）（屋根保護防水断熱工法の場合）
　・

　・設ける

　・平面部脱気型

　・立上がり部脱気型

　　　　個／　　　ｍ^u2

　　　　個／　　　ｍ^u2

種類・・・ 材質・・・ 設置数量・・

　・設ける（種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・共仕9.2.4(d)(3)(ii)による
　・押さえ金物で押さえる

　・モルタル押さえ（屋内等）
　・コンクリート押さえ

　※Ｂ種　　・　

　・れんが押さえ（れんがの種類　※JIS R 1250の２種　　・　　           ）

　・設ける

　・Ｘ—１
　・Ｘ—２

　・Ｙ—１
　・Ｙ—２　

種別・・ 施工箇所・・・・・・・・

　・平面部脱気型

　・立上がり部脱気型

　　　　個／　　　ｍ^u2

　　　　個／　　　ｍ^u2

　・設ける

　・下記による

ゴムアスファルト系塗膜防水（Ｙ−２）の保護層　

シーリング材の種類、施工箇所　

設置数量・・・・種類・・・ 材質・・・

種類（記号）・・・ 施工箇所・・・・

箇所・・・ 左記以外・・・

　※簡易接着性試験
　・引張接着性試験（部位　　　　　　　　　　　　）

　・
のみ込みとなる部分の仕上げ（粗面仕上げの場合）

幅　（mm）
深さ（mm）

種別・・・

アスファルトの種類　　※３種　・４種

　材質　　・JIS A9511の押出法ポリスチレンフォーム３種bスキン層付き

・ステンレス
・ＡＢＳ樹脂

※10以上　・　

表面仕上げ・・施工箇所・・ 産地・・・

　　　　　・現場発砲ウレタン　　　　　　（特定フロンを含まないもの）
　厚さ　　・25　　・50　　・30 

本磨き

ポリサルファイド系 上記以外の全て
押出成形セメント板目地変成シリコーン系

(9.2.2)

防水層の種別２ 合成高分子系
　 ルーフィングシート
　 防水

※2.0  　・　
※2.0  　・　
※1.5  　・ 

種別・・ 厚 さ（mm） 仕上塗料（露出の場合） 施工箇所・・
　・Ｓ—Ｆ１　
　・Ｓ—Ｆ２　
　・Ｓ—Ｆ３

絶縁用シートの材質　　※発泡ポリエチレンシート (9.3.2)
※1.5  　・ 

　・Ｓ—Ｍ１　
　・Ｓ—Ｍ２

※1.5 ・カラー（防火ｺｰﾄ）
・シルバー

　陸屋根

(9.5.2)(9.5.3)(9.5.4)

(9.6.2)(表9.6.1)
　※被着体に応じたものとし、共仕表9.6.1を標準とする

(9.6.5)

　・１等　・２等
　・１等　・２等
　・１等　・２等
　・１等　・２等

種類材料 種石の種類及び大きさ 表面仕上げ

下地ごしらえ

一般目地

伸縮調整目地

下地ごしらえ

石材の厚さ

一般目地

位置

き　じ うわぐすり 色

種別

二丁掛タイル ・目地桝法

種別
下地モルタル塗り

・積上げ張り
タイル ・壁タイル接着剤張り

※密着張り
・改良圧着張り外　装

タイル

・マスク張り

ＭＣＲ工法

(10.2.1)(表10.2.2)

(10.4.1)
(10.2.3)
(10.3.2)
(10.3.2)
(10.3.3)

(10.3.3)

(10.3.3)

(10.4.1)
(10.4.2)

(10.4.3)

(10.4.3)

(10.5.1)

(10.5.2)
(10.5.3)
(10.5.3)

(10.6.2)
(10.6.2)
(10.6.2)

(10.6.2)
(10.1.5)

(11.1.3)

(11.2.1)

(11.2.1)

(11.2.2)(11.4.2)(表11.4.1)

(11.3.3)(表11.3.2)

・役もの
・平もの ・片面仕上

・両面仕上 
・粗磨き
・水磨き
・本磨き

施工箇所 寸法（mm）
形　状・　

・

・タイルシート法

石材の厚さ　　・　

２ テラゾ

３ 外壁湿式工法

４ 内壁空積工法

５ 乾式工法

６ 床の石張り

・30 ・テラゾ
 　ブロック

 ・テラゾ
 　タイル

※大理石　※1.5～12.0
・　　　　・　

※大理石　※1.5～12.0
・　　　　・　

　シーリング材の目地寸法　※共仕9.5.3(a)(2)による　　・　

　※流し筋工法　・あと施工アンカー工法　・あと施工アンカー　・横筋流し工法

　シーリング材　　・適用する　　※適用しない
　目地幅（mm）　　※６以上　　　・　

　位置　　※共仕表11.1.1による　・図示

裏打ち処理　　・行う　　※行わない

　・あと施工アンカー工法　　※あと施工アンカー　　・横筋流し工法

　シーリング材の目地寸法　　※共仕9.5.3(a)(2)による　　・　

　外壁　　※有効厚さ30以上　　・　
　内壁　　※有効厚さ25以上　　・　

石裏面処理　　※行う　・行わない

　目地幅（mm）　　　　・ 
　目地のシーリング材　・適用する

１ 伸縮調整目地及び
 　ひび割れ誘発目地

２ 陶磁器質タイル

４ 型枠先付け工法

５ 後張り工法

３ 試験張り､見本焼き等

　・図示
　※共仕表11.1.1による（外壁の場合）

タイルの種類

役物・

試験張り　　・行う　　※行わない
見本焼き　　・行う　　※行わない

　浅木法

※共仕6.9.3(b)(3)又は金属製タイル先付け用パネル
適用タイル 種別・・ タイル型枠先付け面のせき板の種別・・・

・モザイクタイル張り

適用タイル 躯体表面・・ 工法・・

　ＭＣＲ工法の仕様はシート製造所若しくは販売店の指定による。
　施工箇所の躯体については10mmの増し打ちを行う｡

石材の厚さ　　※有効厚さ25以上　　・　
ドレインパイプの材質　　・ステンレス（SUS304）　　・　
石裏面処理　　※行う　　・行わない
裏打ち処理　　・行う　　※行わない

石材の厚さ　　※有効厚さ20以上　　・　

伸縮調整目地
　位置　　※６ｍ程度ごと　　・図示

だぼ用の穴の位置　　※共仕10.5.2(b)(1)による　　・図示
裏打ち処理　　　・行う　　　　※行わない
目地幅（mm）　　※８以上　　　・　

伸縮調整目地の位置　　※共仕10.6.2(e)(2)による　　・図示
ワックス（屋内で本磨きの場合）　　※使用する　　　・使用しない

小口タイル・

大形タイル・

ﾕﾆｯﾄﾀｲﾙ

内　装

外装・ ・ＭＣＲ工法 ・下地モルタル塗り

(12.1.4)
(12.2.1)

構造用集成材

造作用集成材

化粧ばり造作用集成材

といの材質

ルーフドレンの種別

施工箇所（手すり､タラップ､建具以外）

施工箇所（成形板、笠木、建具以外）

表面処理方法

野縁等の種類

屋外の軒天井、ピロティ天井等の補強

表面処理

(12.2.2)

(12.2.2)

(12.2.2)

(14.2.1)

(14.2.2)(表14.2.1)

(14.2.3)(表14.2.1)

(14.4.2)(表14.4.1)

(14.4.4)

※Ｂ　　・　

施工箇所（手すり、タラッブ以外）

代用樹種を使用しない箇所　　※なし　　・　

(12.2.3)

(12.2.9)

１ 表面仕上げ
２ 木　材
３ 集成材

４ 床張り用合板

５ 防ぎ処理

１ と　い

１ ステンレスの表面
 　仕上げ

２ アルミニウム及び
 　アルミニウム合金
 　の表面処理

３ 亜鉛めっき

４ 軽量鉄骨天井下地

６ 金属成形板張り

５ 手すり及びタラップ

７ アルミニウム製笠木

程度　　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種

　※使用しない

品名・・・

樹種名・・・・・

強度等級・・・・
材面の品質・・・

接着性能・・・・

　※使用しない

　・使用する（適用範囲　　　　　　　　　　　　　　　　　　                   ）

等級・・・ 見え掛かり・・ その他・・・
※１等　　・２等 ・１等　　※２等

単材の樹種・・・・・

　※使用しない

化粧単板の厚さ（mm）
化粧単板の樹種・・・

厚（mm） 品質等・・・・・・
　　5.5
 　12.0

　接着の限度　　※１類　・２類 　表面の品質　　・１等　※２等

清掃口　　・設ける

施工箇所・・・・・種別・・・・
　・ろく屋根用（・縦型　・横型）
　・バルコニー用
　・バルコニー中継用

　※ＨＬ程度

　・
　・No.２Ｂ程度

種類・・・・

　Ｂ—１種（無着色）

　溶融亜鉛めっき

　電気亜鉛めっき

種別・・・ 種類・・・

種　　別　
　　・Ａ種
　　・Ｂ種
　　・Ｃ種
　　・Ｄ種
　　・Ｅ種
　　・Ｆ種

陽極酸化皮膜の着色方法　　※二次電解着色　　・三次電解着色

　屋外　　・19型　　※25型
　屋内　　※19型　　・25型

　・行う（・図示　　・　　　　　）
天井ふところへの振止め補強（屋内1.5ｍ未満、屋外1.0ｍ未満の場合）
　※行わない

タラップ・・

手すり・・・
　※ＨＬ程度　　　・No.２Ｂ程度
　・
　※Ｃ種　　　　　・ 
　※研磨なし　　　・ 

　※Ｃ種　　　　　・ 　・鋼製　

　・ステンレス製　
　　SUS304　
　・鋼製　
　・ステンレス製
　　SUS304

種類・・ 種別・・ 表面処理の種別・・・・・

種別・・ 形状・ 板厚・・ 板幅・・ 表面処理・・・・寸　法 （mm）

　アルミニウム

単 材 の 厚 さ（mm）

隅角部、突当たり部等の役物　　※適用する　　・適用しない

　※Ａ—１種又はＢ—１種　　　・  

 ○ 接着剤 　接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。
　木材保存剤（木材の防腐・防蟻処理）は、非有機リン系とする ○ 木材保存材

防腐・防蟻処理の方法

　ただし、現場における加工が生じた場合には、加工した箇所に対し、現場にて
　木材保存剤を塗布することとする

　工場における加圧式Ｎとし、十分に乾燥を行う。

　・配管用鋼管　　・硬質塩化ビニル管　　・ステンレス管　

　陸屋根

床見切

　・行う（施工箇所　　　　　　　　　　　　　　　　　　        ）

スパンドレル 0.6 リブ形状 二次電解着色

　※共仕12.2.3(2)による

　・使用する（適用範囲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　）　

　・使用する（適用範囲　内壁、額縁、ｶｰﾃﾝBOX　                 ）

(13.6.2)(表13.6.1)

(13.6.2)(表13.6.1)

(14.8.1)～(14.8.3)　

(14.6.1)～(14.6.3)

(14.7.2)(表14.7.1)
(14.7.2)

(14.7.2)(表14.7.1)

部材の種類　　　・300形　　・250形　　・225形　　・200形

単位荷重（Ｎ／ｍ^u2）

定礎板

形状による区分寸法による区分仕上げによる区分

品質の程度･
せっ器磁器･ 陶器･ あり･なし･標準･特注･施薬 無薬

・

・ＭＣＲ工法
※以下のいずれかとする ※以下のいずれかとする

　共仕15.2.5による下塗り

　下塗り
　ポリマーセメントモルタル

タモ（枠､ﾎﾞｯｸｽ他）
その他：図示

柱、梁

外壁胴縁

ﾋﾟﾛﾃｨ(1)  200×200

再
資
源
化
タ
イ
ル
･

 100×100ポーチ

浴室　床  100×100

浴室　壁  100×100

・・・・・・・・・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

　

柱

仕上表による
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の承認を得ること。

・コンポジションビニル床タイル（半硬質）

15

建
具
工
事

16

19

 　塗り ・石こう系　

・外装薄塗材Ｅ ・砂壁状　 吹付け
・着色骨材砂壁状 吹付け

・内装薄塗材Ｅ 吹付け
・可とう形外装 ・砂壁状　 吹付け

・ゆず肌状
・さざ波状
・ゆず肌状
・さざ波状
・凹凸状 吹付け

吹付け
砂壁状じゅらく　 吹付け
・吹放し 吹付け
・凸部処理
・ひき起し
・凸部処理
・吹放し 吹付け
・凸部処理
・ひき起し
・凸部処理
・吹放し 吹付け 上塗材

・適用する・凸部処理

・ゆず肌状
・凸部処理 吹付け
・凹凸模様
・ゆず肌状
・凸部処理 吹付け
・凹凸模様

耐候性

・ゆず肌状
・凸部処理 吹付け
・凹凸模様

上塗材

・凹凸模様
・ゆず肌状 増付材
・凸部処理　 吹付け ・適用する
・凹凸模様

吹付け
・こて塗用軽量塗材

・砂壁状　

建具見本の製作

特殊な建具の仮組

外部に面するアルミニウム製建具の性能等級

表面処理

※Ｂ−１種 ※無着色

※Ｃ−１種　 ※無着色

防虫網

防音ドアセット、防音サッシ

・セメント系

・砂壁状じゅらく　

　薄塗材Ｅ

・ゆず肌状
・凸部処理 吹付け

・砂壁状　

スライディングドア用自動ドア開閉装置の性能値

センサの種類

大便所出入口の片開き戸の金物の適用

・熱線吸収板ガラス（グリーンを除く）

・熱線吸収板ガラス（グリーン）

・熱線反射板ガラス

・熱線ガラス
・ブロンズ
・シルバー

・行う

アルミニウム製　 ・ガスケット

板ガラスをはめ込む溝の大きさ　

シャッターの種類

開閉機能による種類

開閉機能による種類

スラット

※バランス式 ・スタンダード形 ※溶融亜鉛めっき鋼板
・ローヘッド形 ・ステンレス鋼板

・電動式 ・ハイリフト形
・バーチカル形

障害物感知装置の構造について

(15.2.2)

(15.2.2)

(16.1.4)

(16.2.4)(14.2.2)(表14.2.1)

(16.2.3)

(16.3.4)

(14.2.1)(16.5.4)
(16.5.4)(表16.3.3)

(16.5.5)

(16.6.2)

スイングドア用自動ドア開閉装置の性能値 (16.6.2)(表16.6.2)

(16.6.3)

(16.10.2)

(16.10.2)

(16.10.2)(表16.10.1)

(16.11.2)(表16.11.1)

(16.11.3)
(16.11.4)

(16.12.2､16.12.3)

(16.4.2)

・外装薄塗材Ｅ
・外装薄塗材Ｅ
・外装厚塗材Ｃ

・内装厚塗材Ｃ

・外装厚塗材Ｅ

・

・

種　　　類 色　　　調
・ブルー 　　・グレー　　・ブロンズ
・

・ブルー　　・グレー
反射皮膜の使い方

(16.2.2)(16.2.4)(表16.2.1)

・シーリング材

・シーリング材　　　　・　

・吹付用軽量塗材

・

・複層仕上塗材 ・複層塗材ＣＥ

・可とう形複層

・複層塗材ＳＩ
・複層塗材Ｅ
・複層塗材ＲＥ
・複層塗材ＲＳ

・防水型複層塗材ＣＥ
・防水型複層塗材Ｅ
・防水型複層塗材ＲＳ

(16.3.2)(16.2.2)
(16.3.2)(表16.3.1)

ス
タ
ッ
コ
状

ス
タ
ッ
コ
状

ス
タ
ッ
コ
状

・Ｂ−２種 

・Ｃ−２種

・チェーン式
・

砂壁状　

１ 吸水調整材　

２ 既製目地材

１ 見本の制作等

２ アルミニウム製建具

３ 網　戸

４ 鋼製建具

※使用する（形状　　　　　　　　　　　　　　　）

種類・・ 施工箇所・・・・
　※10
厚 さ（mm）

・薄付け仕上塗材

・厚付け仕上塗材

・薄付け仕上塗材

・防水型外装薄塗材Ｅ

　塗材ＣＥ

種類・・ 呼び名・・・ 仕上げの形状・

※耐候性３種
・

※水系アクリル
　のつやあり

工法・ 備考・・

　・行う（建具番号　　　　　　　）
　　・工事に使用するものとして、あらかじめ製作するもの
　　・納まり等が分かる程度のもの

　・行う（建具番号　　　　　　　）

性能等級・・・ ・Ｃ種
風圧性・・・
気密性・・・
水密性・・・

枠の見込み寸法（mm）

※Ｓ−６ 　・ 
※Ａ−４ 　・　
※Ｗ−５   ・ 
※100      ・　

※Ｓ−４　・ ※Ｓ−５　・ 
　　　　※Ａ−３　　　・　
　　　　※Ｗ−４　　　・　
　　　　※70　　　　　・100

（・ブラウン系 ・ブラック ・ステンカラー）

（・ブラウン系 ・ブラック ・ステンカラー）

外部に面する建具
施工箇所・・ 種別・・ 着色・・・

　・適用する　遮音性（　　　　　　　　　　）

　・共仕表16.3.2による
　・

　網目（メッシユ）　※16～18　　　・　
　線経（mm）　　　　※0.25以上　　・ 

５ 鋼製軽量建具

６ ステンレス製建具

７ 自動ドア開閉装置

８ 建具用金物

９ ガラス

10 ガラスとめ材

11 重量シャッター

12 軽量シャッター

13 オーバーヘッドドア

寸法許容差（Ｗ､Ｈ＞2.0ｍ、Ｗ×Ｈ＞3.0ｍ^u2、枠の見込み＞120mmの場合）

寸法許容差（Ｗ､Ｈ＞2.0ｍ、Ｗ×Ｈ＞3.0ｍ^u2、枠の見込み＞120mmの場合）
　・

開閉方法　　※スライディングドア　　・スイングドア
　　　　　　・回転ドア　　　　　　　・大型回転ドア（製造所）
　　　　　　・ 

　・マットスイッチ　　　　　・電子（電磁）マットスイッチ
　・光線（反射）スイッチ　　・音波スイッチ
　・熱線スイッチ　　　　　　・光電スイッチ

　※共仕表16.6.1による　　　・　

　・モノロック
　・本締まり付きモノロック
　・シリンダ箱錠
　・シリンダ本締まり錠
　・棒鍵錠
　・ドアクローザ
　・ピポットヒンジ
　・ヒンジクローザ
　・フロアービンジ

製作所・・・・・

　・表示付き空錠
　・丁番

　・熱線吸収フロート板ガラス　
　・

　製造所

　製造所

・高性能熱線反射
　ガラス

　※内面
　・外面

種類・・ 材料板ガラスの種類・ 色調・・・ 映像調整

・フロートガラス
・

種類・・・・建具の種類・

・シーリング材　　　　・　
ステンレス製・
鋼製・・・・・

　・

　・屋内用防煙シャッター

　・設ける

　形状　　・インターロッキング形　　　・オーバーラッピング形
　材質　　※塗装溶融亜鉛めっき鋼板　　・　

　電動式のシャッター（ドア）に使用する障害物感知装置の構造は、以下による。
　（１）シャッター（ドア）の電動降下時に障害物を感知し、シャッター（ドア）を

　（２）防火シャッター（ドア）、防煙シャッター（ドア）においては、手動開閉装

屋内の建具・・・

　※合成樹脂製　　　・ガラス繊維入り合成樹脂製　　　・ステンレス（SUS316）製

簡易気密型ドアセット　　・適用する

簡易気密型ドアセット　　・適用する

表面仕上げ　　※ＨＬ仕上げ　　・　
曲げ加工　　　※普通曲げ　　　・角出し曲げ（補強あり）

　※共仕表16.6.2による　　　・  

マスターキー　　※製作する　　・製作しない

　※上部電動式（手動併用）　・上部手動式

　・一般重量シャッター　　　・外壁用防火シャッター　　　・屋内用防火シャッター

　・上部電動式（手動併用）　※手動式

　　　自動的に停止させる機能を有するものとする。

　　　置又連動開閉機構による自動降下中に、障害物感知装置が障害物を感知しても、
　　　シャッター（ドア）が自動降下の状態を維持するものとする。

　　倍強度ガラスを用いる場合を除く））

製造所　　監督職員の承諾する製造所

 15 木製建具

14 障害物感知装置

(15.4.3)
３ セルフレべリング材

４ 仕上塗材仕上げ (15.5.2)(表15.5.1)

・Ａ種 ※Ｂ種

(16.7.4)

(16.13.2)

(16.13.2)

(16.13.2)

　※共仕表16.13.1による（枠見込み70mmのアルミニウム製建具の場合（強化、合わせ、

シャッターケース（防火、防煙以外のもの）

シャッターケース（防火、防煙以外のもの）　・設ける

・ 9.5(準不燃)

織じゅうたん

・Ａ種 ・カットパイル
・Ｂ種 ・ループパイル
・Ｃ種

タフテットカーペット

※人体帯電圧
・ループパイル
・レベルループパイル
・カット、ループ併用

電気抵抗（Ω）
※Ａ種 ※500×500
・Ｂ種　

敷き方

断熱材打込み工法

・２級
・３級

・

・カットパイル

二−ドルパンチカーぺット

※6.5
・ ・ ・

・

・

・

・

・

・適用しない

・１級　・２級　・ 
・１級　・２級　・ 
・１級　・２級　・ 

断熱材現場発泡工法

11 壁紙張り

12 畳敷き

13 カーペット敷き

14 断熱材

施工箇所・・・ 品質の程度・・・ 防火性能の級別・・

種別・ パイル形状・・・ 帯電性・・
※人体帯電圧３kv以下

・

・
品質の程度・・・

　３kv以下
※前面接着

・グリッパー
　工法

　工法

パイル形状・・ パイル長さ（mm）帯電性・ 工法・・ 品質の程度・・

帯電性・・・・・ 製造所・・・・・・

・

・カットパイル
※ループパイル

種別・ パイル形状・ 寸法（mm） 総厚さ（mm） 品質の程度・

※人体帯電圧３kv以下
厚さ（mm）
・

平場・・・・
階段部分・・

※市松敷き　　・模様流し　　・ 
・市松敷き　　※模様流し　　・ 

・押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ ・保温板２種ｂ
・保温板３種ｂ

・ ビーズ法ボリスチレンフォーム
種類・・・ 種別・・・ 厚 さ（mm） 施工箇所・・

難燃性・ 厚 さ（mm） 施工箇所・・・・・・

　品質の程度欄に記載した商品名は、品質の程度を示すための参考商品名である｡

・カット、ループ併用
　品質の程度欄に記載した商品名は、品質の程度を示すための参考商品名である｡

　品質の程度欄に記載した商品名は、品質の程度を示すための参考商品名である｡

　上記保温材は、特定フロンを含まないものとする。

　上記保温材は、特定フロンを含まないものとする。

・25　　・ 
・25　　・30

ビニル(量産品)、一部デザイン

　・20
　・25
　・30

　製造所　監督職員の承諾する製造所

・断熱材兼用型枠 ・30

フローリングの種別

・フローリングボード ※なら ※ウレタン樹脂ワニス塗り
・油性ステイン塗り

※なら ・生地のままワックス塗り

・モザイクパーケット
塗　　装

・複合１種フローリング ※なら ・Ａ種 ※ウレタン樹脂ワニス塗り
・複合２種フローリング ・油性ステイン塗り

・行う・複合３種フローリング ※Ｃ種
・Ｂ種・

・

・

・生地のままワックス塗り

10 フローリング張り
単層フローリング・・

複合フローリング・・

樹種・ 厚さ(mm) 大きさ(mm) 塗装・・・

樹種・ 種別・ 下張り

工法　　・モルタル埋込み工法　　・釘どめ工法　　・接着工法

・フローリングブロック

１５

※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。

※発泡層のないもの ・突付け

・ホモジニアスビニル床タイル

・帯電防止床シート
・帯電防止床タイル

・塩化ビニル系　 ・300×300　
・レジンコンクリート系 ・300×300

※2.0  ･ 

仕上げの種類

仕上げの種類　

・強化せっこうボード(GB−F)

・ロックウ−ル吸音ボード(RW−B) ・25
・グラスウール吸音ボード(GW−B)

内部用

軒天用

・なら　・しおじ

・特殊加工化粧合板

・熱溶接

・2.0
・3.0

・せっこうボード(GB−R)
※12.5(不燃)
・15.0(不燃)

※ 9.5(不燃)
・15.0(不燃)

壁

天井

・難燃合板
・

名称

・ｼｰｼﾞﾝｸﾞせっこうﾎﾞｰﾄﾞ(GB−S)

・不燃積層せっこうボード(GB−NG)

・

・25（ガラスクロス包）

・木目模様

・

１ 防火材料
　・次の箇所を除き防火材料とする。（筒所　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１ ビニル床シート

２ ビニル床タイル

３ 帯電防止床シート、
 　床タイル

４ 誘導用、注意喚起用
 　床材

５ ビニル幅木

６ ゴム床タイル

７ 弾性ウレタン塗り床

８ エポキシ樹脂塗り床

種類・・ 記号・ 厚さ(mm) 色柄・ 工法・ 施工箇所・・・
 ※ＮＣ
 ・

 ※2.5
 ・1.5

 ※無地
 ・

種類・・・・ 厚 さ（mm） 品質・規恪・・

・コンポジションビニル床タイル（軟質）

厚 さ（mm）性能・・・
・体積抵抗値1.0×10^u9Ω以下　
・

材質・・・
　※軟質　　・硬質

高　　さ （mm） 厚 さ（mm）

色柄・・・ 厚　さ （mm） 寸　法 （mm） 製造所・・・

　・防滑仕上げ

９ せっこうボード、
 　その他ボード及び

・化粧せっこうボード(GB−D)

特殊合板

　摸様なし

・ロックウール化粧吸音ボード(DR)

普通・

特殊・
　１号
　２号32Ｋ

・ 9.5(準不燃)

・ 9.5(準不燃)

種類・・・ 規格、区分等・・ 厚　さ （mm）

※ 9.5(不燃)
※ 9.5(不燃)

視聴障害者用タイル
寸　法（mm） 厚さ（mm）

　※平滑仕上げ　　・防滑仕上げ　　・つや消し仕上げ

　・薄膜流し展べ仕上げ　　・厚膜流し展べ仕上げ　　・樹脂モルタル仕上げ

 　合板張り

吸
音
材
料
・
・
・

せ
っ
こ
う
ボ
ー
ド
製
品
・
・
・
・
・
・

合
板
・
・
・

・ 9.5(準不燃)

・ 9.0(不燃)　　・12.0

・ 9.0(不燃)　　・　
・12.0(不燃)　　・ 

・ 6.0　　　　　・ 10.0 

化粧単板　　　　※0.3未満

立体模様・

立体模様・

普通・・・

普通・・・

遮音シール材　　・適用する

・12.0(不燃)　　・15.0

板　　※4.2 　　・6.0

　・　3.0

・防滑性

・硬質せっこうボード

・ 9.5(不燃、準不燃)

・不燃化粧板
（天然木）

300*300

・不燃化粧板 ※6.0
※9.5

NM-9312同等品
NM-9411同等品
NM-9711(ｺﾙｸ)同等品

(18.1.3)

亜鉛めっき面の素地ごしらえの種別２ 素材ごしらえ
　・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

(18.2.4)(表18.2.3)

材　　質　　水性アクリル系樹脂塗料（・標準色　　・          ）
仕上塗材　　コーテイング（ローラー刷毛塗り）
塗 布 量　　主剤２回塗りとし、総塗布量は0.25kg/m^u2以上とする。

３ 防塵塗料塗り

４ 撥　水　剤 外壁　ＲＣ打放したたき仕上部、特殊シラン系浸透性吸水防止材

(19.2.2)

(19.2.2)

便所など

・突付け

(19.2.2)

・
・3.0

(19.2.2)

(19.2.2)

(19.2.2)

(19.3.3)(表19.3.3)

(19.3.3)(表19.3.4～表19.3.7)

(19.7.2)(表19.7.1)

・けい酸カルシウム板(0.8FK)

(19.4.2)

(19.5.2､19.5.4～19.5.7)(表19.5.1､表19.5.3)

(19.5.3)

(19.8.2)

(19.6.2)(表19.6.1)

(19.3.2)

(19.9.2)(19.9.3)

上記兼用型枠の間伐材は、県産材使用のものとする。
(19.9.3)

・最上階スラブ下の一部　　外壁内面

　・60　　・75　　・100　

※ 12.5　　　 　・　9.5

・トラバーチン

※5.0

・タイルカーペット

１５

　・　2.0

機械室

・12.5(不燃)

ローラー

ローラー

こて塗り

こて塗り

ローラー

ローラー

ローラー

ローラー

ローラー

スイングドア 、スイングサッシの金物の種類

・

(16.13.3)(表16.13.1)

セクション材料による区分開閉方式による区分 収納形式による区分 ガイドレールの材質
※ スチールタイプ
・ アルミニウムタイプ
・ ファイバーグラスタイプ

使用材料については、Ｆ☆☆☆☆を基本とし、Ｆ☆☆☆等を使用する場合は監督職員

18
塗
装
工
事

内
装
工
事

・12.5(不燃) ・12.5(準不燃)

・12.5(不燃)

・ｾﾗﾐｯｸ混入木繊ｾﾒﾝﾄ板

　・20

 ・2.0 図示

・ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ

・繊維強化セメント板

・抗菌ﾒﾗﾐﾝ化粧板

・ﾘﾌﾞ状化粧板（不燃）

図示

種別　　・Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種　　・スタイロ畳

17
性能値

・耐風圧性 耐温度差性（℃）

※水密性　

※気密性

金属材料の種類

・耐震性 水平方向
鉛直方向 ・遮音性

・遮熱性

・Ｓ−４　・Ｓ−５
・Ｓ−６　・　

・Ｗ−４　・Ｗ−５
・　

・　

・Ｔ−１　・Ｔ−２

・Ｔ−３　・Ｔ−４　

・

・

・Ａ−３　・Ａ−４

１ カーテンウォール
 　の性能

　（m^u2h℃/kcal）

・耐火性（時間）

　・アルミニウム製　　・鋼製　　・ステンレス製　　・　
２ メタル
 　カーテンウォール

見え掛かり部分の仕上げ
　・   

(17.1.3)

(17.2.2)

(17.2.3)

カ 

テ
ン
ウ
ォ

ル
工
事

左
官
工
事



仮設計画（参考）
仮囲い66m+ゲート6m

仮設事務所2400×5400（2階建て）
下小屋2400×5400（2階建て）

番号

作成日作図担当者

工事名称

縮尺

図面名称 配置図 04
東山聖苑改修工事（建築）

2026/03/10
修正日 1：400（A2)



番号

作成日作図担当者

工事名称

縮尺

図面名称 仕上表　外部建具リスト 05
東山聖苑改修工事（建築）

2026/03/10
修正日 

外部鉄骨独立柱

竪樋

軒裏天井露出梁

軒天

屋根破風金物

部　分

屋根軒先金物

屋根、中庭トップライト

火葬棟屋上

外部受付棟

外部建具

スチール400φSOP塗装（R3通りのみ腰柱）、スチール600φSOP塗装（R2通りのみ）

配管用鋼管200φ（R3通り）150φ（R1通り）

スチールSOP塗装

ケイ軽板6㎜目透かし貼りVE塗装（R1通り、R3通りより外側は突付け貼り）　

スチールフッ素樹脂塗装

現　況（改修前）

スチールフッ素樹脂塗装

内部：枠及び支持部材スチールSOP塗装

床：アスファルト防水コンクリート押え、　立ち上がり壁：コンクリート下地アクリル弾性吹付

壁：ALCの上吹付タイル、　丸柱：スチール240φSOP塗装、　化粧柱、屋根笠木幕板：スチールSOP塗装、　軒天：ケイ軽板AEP塗装

立面図による

改　修

下地処理の上DP（フッ素、以下全て同様）塗装、　※下地処理に関しては別途記載、　シーリング部分は打ち直し

下地処理の上DP塗装、　※下地処理に関しては別途記載

下地処理の上DP塗装、　※下地処理に関しては別途記載、　R3通りのみ鳥避け剣山W55設置

下地処理（一部劣化部分は補修）の上AEP塗装

下地処理の上DP塗装、　シーリング部分は打ち直し

下地処理の上DP塗装、　シーリング部分は打ち直し

内部部材：下地処理の上DP塗装、　※下地処理に関しては別途記載、　外部屋根SUS水切り焼付けPL新設、　シーリング部分（ガラス押え外部含む）は打ち直し、　屋根既存雨樋清掃

床：押えコンクリート伸縮目地部分清掃取替え、　集水器まわり：改修用集水機取替え、集水器まわりウレタン補修、　立ち上がり壁：クラック部分補修下地処理の上弾性吹き付けタイル、　ハト小屋上部：ウレタン補修

中庭等ガラリ：下地処置の上再塗装、　　建具まわり（トップライトはガラス押え共）シーリング打ち直し

ALC壁：既存下地処理の上弾性吹き付けタイル、　化粧柱、屋根笠木幕板、独立柱、水切り：下地処理の上DP塗装、　軒天：下地処理の上AEP塗装　

既存鉄骨下塗り鉛含有塗料除去方法　　①下塗り塗料腐食部分：剥離剤により上塗りも含めた腐食塗部分を除去する　　②上塗塗料の剥がれ及び腐食（下塗り部分は腐食していない）部分：湿式（飛散防止の為に散水）手作業ケレンにより除去　　③：①②以外の部分は通常の軽研磨による下地処理　　
　①②の場合は以下の方法による：作業区画シート養生、除去後被膜は専用保管を行い適切に廃棄物処理する、作業員の保護として、作業時には防護服（使い捨て）、防塵マスク、手袋、保護メガネを着用

記号 形状 記号 形状

AD1 両開きドア 1800 2380 AW5 スリット付き⽚引き窓 800 3100

AD5 ガラリ付き両開きドア 2250 2380 WD21 ⾃動ドア 1250 2400

AD8 ⽚平きガラリドア 1800 2380 WD22 ⾃動ドア 2000 2400

AW2 引き違い窓 1800 1200 AG2 ガラリ 800 2380

AW2 引き違い窓 1800 1200 AW10 引き違い窓 1990 1200

AG1 ガラリ 600 2380 AD4 ⽚開き框ドア 900 2380

AD5 ガラリ付き両開きドア 2250 2380 AW11 滑り出し窓 790 1280

AW3 FIX 1210〜1325 2580 AW11 滑り出し窓 790 1280

AW4 FIX 2475 1300 AD4 ⽚開き框ドア 900 2380

AW15 排煙窓 2100 400 AW10 引き違い窓 1990 1200

AW13 FIX+⽚引き窓 15270 2100 AD7 ガラリ付き親⼦ドア 1900 2380

AW14 排煙窓 8700 400 AG2 ガラリ 800 2380

AW8 FIX+⽚引き窓 4380 2380 WD24 引き⼾ 2000 2400

AW9 FIX+⽚引き窓 5180 2380 ACW2 複合窓 8330 4300

AW9 FIX+⽚引き窓 5180 2380 WD25 引き⼾ 900 2400

AD3 ⽚開き框ドア 1200 2380 WD25 引き⼾ 900 2400

AD2 ⽚開きドア 1200 2380 ACW1 複合窓 15470 4300

AD6 ガラリ付き両開きドア 2400 2380 WD24 引き⼾ 2000 2400

AW7 スリット付き滑り出し窓 600 4200 WD 23 両開きドア 1800 2,400

AW7 スリット付き滑り出し窓 600 4200 AD7 ガラリ付き親⼦ドア 1900 2380

AW6 スリット付き滑り出し窓 800 4200

AW6 スリット付き滑り出し窓 800 4200

AW6 スリット付き滑り出し窓 800 4200

AW6 スリット付き滑り出し窓 800 4200

サイズ サイズ

仕上表

外部建具リスト

番号

作成日作図担当者

工事名称

縮尺

図面名称 仕上表　外部建具リスト 05
東山聖苑改修工事（建築）

2026/03/10
修正日 
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火葬棟

待合棟

式場棟

受付棟

前庭

外部受付棟

設備スペース

設備スペース

3750程度

64
60
程度

ポーチ独立柱、竪樋：下地処理の上DP塗装
　化粧目地シーリング打ち直し

ポーチ独立柱、竪樋：下地処理の上DP塗装
　化粧目地シーリング打ち直し

H鋼化粧庇：下地処理の上DP塗装

スチールコラム□175：腐食部分のみ補修の上DP塗装

ALC壁：既存下地処理の上弾性吹き付けタイル

化粧柱400×790、屋根笠木、水切り：下地処理の上DP塗装、　
　化粧目地シーリング打ち直し

化粧柱240φ：下地処理の上DP塗装、　
　化粧目地シーリング打ち直し

上部空調ガラリ600×250×3カ所　下地処理の上DP塗装

上部空調ガラリ600×400×3カ所、600×250×1カ所
　下地処理の上DP塗装

空調ガラリ900×200×3カ所　下地処理の上DP塗装

上部空調ガラリ1000×400×1カ所
下地処理の上DP塗装

H鋼化粧庇：下地処理の上DP塗装

上部空調ガラリ600×250×1カ所　下地処理の上DP塗装

番号

作成日作図担当者

工事名称

縮尺

図面名称 平面図 06
東山聖苑改修工事（建築）

2026/03/10
修正日 1：200（A2)


